
編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
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28日（火）＝夕刊特集ワイド

３月３日（金）＝オピニオン面

戦禍にロシア文学者ができること

日銀総裁交代で金融政策はどうなる
弁護士事務所で日本人スタッフ（左
端）と働くウクライナから避難した姉
妹＝東京都港区で

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
っ

て
か
ら
１
年
。
こ
れ
ま

で
に
戦
火
を
逃
れ
た
避

難
民
約
２
３
０
０
人
が

日
本
に
入
国
し
ま
し
た
。

経
済
面
を
中
心
に
日
本

政
府
や
民
間
の
支
援
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

避
難
生
活
の
長
期
化
で

課
題
も
出
て
き
て
い
ま

す
。
仕
事
を
求
め
る
人

た
ち
に
は
「
言
葉
の

壁
」
の
ほ
か
、
戦
争
で

受
け
た
「
心
の
傷
」
が

ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
教

育
現
場
で
も
メ
ン
タ
ル

面
の
サ
ポ
ー
ト
が
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。

「ネッシー」の謎 26日（日）＝１、３面

ロシアのウクライナ侵
攻から１年がたちます。
この間、ロシア文学者の
奈倉有里さん＝写真＝は、
侵攻に抗議するロシアの
作家や学者の声を精力的
に翻訳してきました。
プーチン大統領は、ロ

シアが誇る文学者のトル

ストイやドストエフス
キーの作品を引用し、西
欧を批判してきました。
奈倉さんは「政治家が文
学の話を持ち出したとき、
ねじ曲げられた解釈をど
う正すか、私たち文学者
の存在意義が問われてい
る」と話しています。

27
日

＝
３
面

英北部スコットランド
のネス湖には巨大生物が
いる、と昔から言われて
きました。その姿は首長
竜のようであり「ネッ
シー」と名付けられまし
た。「湖面に顔を出して
いるネッシー」とされる
写真を見たことがある人
は多いと思います。
この写真はトリック

だったことが明らかにな
りましたが、ネッシーの
探索を真剣に考えた著名
な政治家がいたのです。
密漁から守ることや観光
資源に活用することが目
的でした。
ネス湖の調査は21世紀

に入ってからも続けられ
ています。また、スコッ
トランドにはネッシーだ

けではなく、怪物の目撃
情報や妖精伝説が残って
います。なぜ人々は、未
知なる生物の存在を受け
入れてきたのでしょうか。
怪物はいるわけがない、

といった常識にとらわれ
ず「ネッシーの謎」に
迫ってみました。

侵
攻
が
変
え
た
世
界

ネス湖畔にあるネッシーのオブジェ

俳
優
の
ん
さ
ん
、
渡
辺

え
り
さ
ん
が
登
壇
し
た

「
い
ま
、
伝
え
た
い
こ
と

～
３
・
11
と
私
た
ち
」
は
、

２
人
が
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

の
震
災
体
験
を
紹
介
し
、

百
人
い
れ
ば
百
通
り
の

「
あ
の
時
」

と
「
そ
れ
か

ら
」
が
あ
る

ん
だ
な
と
考

え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
朝
ド
ラ
「
あ
ま

ち
ゃ
ん
」
の
裏
話
が
交
っ

て
、
程
よ
い
距
離
感
で
震

災
と
向
き
合
え
ま
す
。
ぜ

ひ
ア
ー
カ
イ
ブ
を
ど
う
ぞ
。

こ
ち
ら
も
参
加
費
は
震
災

遺
児
の
支
援
に
寄
付
し
ま

す
。

（
石
原
聖
）

政府は14日、
４月で任期が切
れる日銀の黒田
東彦総裁の後任
に、元日銀審議
委員で経済学者
の植田和男氏＝
写真＝を起用す
る人事案を国会

に提示しました。
２０１３年の就
任直後から10年
間にわたり、
「異次元」と称
された大規模な
金融緩和政策を
主導してきた黒
田氏が去ること

で、金融政策は
どう変化してい
くのでしょうか。
間もなく発足す
る植田・日銀の
課題を含め、３
人の識者ととも
に探っていきま
す。


